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笠

間

藩

の

民

政

第
三
十
五
巻

六
一
四

第
五
披

丹、

笠
宅
-
』

日
比
什

藩

の

民

政

本

庄

築

ム口、v
t

夏日

一
、
緒

言

E
存
』

PF7・
作

E
E
V
F
-司
リ
E
T
・
唱

L
t
ト

〉

L

ご
J
ト
h
h
C
L
e
r件
寸
叫
4

r
「
〉
何
市
川
{
ず
ヲ
〉
屯
唱
、
。

I
F
H
rと
)

"

t

s

う
2
3
q
t、、ャ九

州
μ

附
出
場
カ
吋
叶
限
川
内
」
作
羽
仰
オ

J
l
T・
J
I
L
t
f
u
じ
羽
目

J
Z
F
判
。
c
l
t
寸

J
d
J
'
i
J
I
r
-
-
一生

d
v
j
h
M
J
d
J
t

品
川

享
保
二
十
年
寺
一
祉
奉
行
と
な
り
、
ま
た
大
岡
忠
相
等
と
共
に
評
定
所
定
書
を
編
纂
し
、
京
都
所
司
代
を
勤
め
に
。

ぞ
の
子
員
長
公
も
寺
枇
奉
行
・
大
阪
城
代
・
京
都
所
司
代
等
を
勤
め
、
天
明
四
年
老
中
職
左
な
っ
て
勝
手
掛
を
命
ぜ

ら
れ
、
財
務
の
任
に
磨
っ
た
と
い
ふ
。

そ
の
衣
代
が
貞
喜
公
で
あ
っ
て
、
悲
に
笠
間
藩
の
民
政
と
し
て
論
ぜ
ん
と

す
る
所
の
も
の
は
買
に
公
の
施
政
に
つ
い
て
で
あ
る
。

貞
喜
会
は
賓
暦
八
年
八
月
六
日
江
戸
日
比
谷
の
邸
に
生
れ
、
幼
名
を
幸
之
助
と
い
ひ
、
寛
政
四
年
三
月
封
を
襲

い
だ
。
祖
父
及
父
君
共
に
幕
府
の
要
職
に
ゐ
り
し
た
め
、
藩
政
を
見
る
こ
と
少
く
、
且
つ
費
途
轄
し
く
、
殊
に
天

明
三
四
年
の
飢
僅
、
六
七
年
及
寛
政
二
年
の
山
崩
風
水
害
、
日
比
谷
邸
の
炎
上
等
の
た
め
に
、
民
カ
は
疲
弊
し
、

耕
作
を
怠
h
，
、
他
郷
に
出
づ
る
も
の
少
か
ら
守
、
間
引
の
風
行
は
れ
、
租
税
牧
入
は
減
少
し
、
藩
財
政
は
窮
乏
の

極
に
達
し
、
屡
々
節
約
の
A
?
を
布
き
、
藩
士
の
蔽
を
減
じ
、
幕
府
よ
り
金
幣
を
借
り
、
僅
か
に
其
念
を
救
ふ
朕
態



で
あ
っ
た
。
か
か
る
際
に
封
を
聾
い
だ
貞
喜
公
は
、
江
戸
在
府
の
と
き
は
奏
者
番
の
職
を
奉
し
た
が
、
敢
て
他
の

柴
職
に
就
く
を
欲
せ
字
、
一
専
心
藩
泊
b
z
圃
h
ノ
鋭
意
民
政
に
カ
め
亡
。

去
の
康
政
改
草
L
し
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
事
柄
は
大
韓
究
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
訴
訟
箱
念
日
比
谷
邸
及
笠
間
政
麗
前
に
設
置
し
、
衆
鹿
を
し
て
忌
障
な
く
主
意
見
を
上
申
せ
し
め
、
毎
月
二

七
の
日
公
親
ら
之
を
聞
き
し
こ

E
。

二
、
卒
素
綿
服
を
着
し
、
食
膳
の
費
を
減
じ
、
家
中
及
康
民
に
針
し
勤
倹
節
約
風
俗
の
矯
正
を
圃
り
し
こ
と
。

一
ニ
、
時
習
館
を
設
立
し
て
文
串
を
奨
励
し
、
講
武
備
?
建
て
て
士
風
を
振
作
サ
し
こ
・
と
。

四
、
殖
産
興
業
・
農
村
救
梼
・
人
口
政
策
等
利
生
支
民
の
た
め
に
壷
し
、
財
政
の
改
草
に
力
め
た
る
こ
と
-

文
化
九
年
九
月
会
は
自
ら
急
務
の
傍
目
と
し
て
、
百
姓
の
撫
育
、
士
風
の
矯
正
、
人
才
の
養
成
、
俸
職
の
復
奮
、

負
債
の
償
却
、
城
郭
の
修
理
、
凶
荒
の
諜
備
、
軍
備
の
整
頓
、
永
世
の
法
度
の
九
ケ
健
を
示
し
た
。
こ
こ
に
所
謂

永
世
の
法
度
と
は
、
祖
先
以
来
の
諸
制
度
に
し
て
一
藩
の
憲
章
に
名
べ
き
も
の
を
縞
纂
す
名
こ
と
で
あ
っ
て
、
文

化
十
四
年
公
自
ら
ぞ
の
巌
語
を
記
し
名
け
て
定
書
と
帯
し
た
。
是
れ
よ
り
前
文
化
大
年
に
も
農
政
改
草
の
A
T
を
費

し
て
ゐ
る
が
、
右
の
急
務
九
ゲ
俸
は
最
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
享
和
年
間
の
手
日
記
に
よ
れ
ば
、
右
健
々

に
つ
き
諸
臣
と
議
せ
し
こ
と
明
か
で
あ
忍
か
ら
、
成
文
と
し
て
後
表
さ
れ
た
の
は
文
化
九
年
で
あ
る
が
、
夙
に
右

保
々
の
こ
と
に
意
を
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
右
九
ケ
健
は
政
鹿
を
聞
く
の
日
は
老
臣
を
始
め
諸
臣
列
座

し
て
之
を
諦
し
、
然
る
後
事
務
を
執
る
を
例
L
L
し
、
元
治
慶
躍
の
頃
に
至
る
ま
で
そ
の
風
を
存
し
た
と
い
ふ
。

笠
間
藩
の
民
政

第
三
十
五
巻

大
一
五

第
五
披

九



第
三
十
五
巻

公
は
文
化
十
四
年
奏
者
一
沓
を
酷
し
、
封
を
衣
子
長
幹
に
譲
り
(
持
拡
)
隠
退
し
て
春
山
と
競
し
、
文
政
三
年
笠
間

に
居
を
移
し
、
同
五
年
十
月
病
を
得
て
逝
〈
、
享
年
六
十
玉
、
江
戸
深
川
要
津
師
寺
の
先
整
の
失
に
葬
り
、
詮
し

笠

間

藩

の

民

政

六
一
六

第
五
披

O 

て
克
信
院
虞
道
義
穏
大
居
士
と
一
五
ふ
。

こ

、

農

村

の

疲

弊

徳
川
時
代
の
後
半
に
於
て
我
国
一
一
般
に
農
村
の
疲
弊
甚
し
か
り
し
こ
と
は
普
〈
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
?
あ
る

が
h

笠
間
帯
い
れ
於
て
も
そ
の
例
じ
抽
出
れ
す
、
殊
じ
天
明
両
践
の
創
訓
闘
の
十
い
め
ぞ
の
披
鮮
品
し
〈
、
股
引
の
刷
聞
は
鋪

盛
ん
と
な
り
或
は
農
民
他
郷
に
離
散
す
る
に
至
り
、
各
村
潰
前
(
又
は
時
間
式
)
及
手
傍
田
(
不
耕
地
)
を
生
じ
て
田
畝
荒
慶

し
、
農
民
窮
逗
の
扶
は
其
後
に
至
る
も
甚
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。

A
1
丈
化
七
年
の
租
額
を
以
て
六
十
二
年
前
な
る

寛
延
二
年
に
鞭
ぶ
る
と
き
は
三
高
石
ぞ
減
じ
、
人
口
は
文
化
九
年
よ
り
朔
て
六
十
二
年
前
の
寛
延
元
年
に
比
す
る

に
約
一
高
人
を
減
じ
(
問
一
切
臨
時
二
)
漸
次
滅
少
甚
し
く
毎
年
百
五
十
人
乃
至
二
百
人
を
滅
や
る
の
扶
勢
で
あ
っ
た
ο

農
村
疲
弊
の
事
例
は
種
々
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
左
の
茨
城
郡
西
新
田
村
及
同
郡
鍬
田
村
よ
り
の
歎
願
の
如
き
は

そ
の
一
例
ぞ
示
す
も
の
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

郎
ち
西
新
田
村
は
惇
馬
繕
立
の
途
に
営
h
、

一
ヶ
月
馬
二
十
四
五
頭
、
人
夫
四
十
人
俸
を
使
役
せ
ら
れ
る
。
ぞ

の
村
高
は
二
百
五
十
石
で
戸
数
十
八
で
あ
る
が
、
そ
の
内
五
戸
は
逃
己
及
死
己
、
六
戸
は
出
奉
益
又
は
病
者
で
あ

っ
て
、
使
役
す
る
能
は
争
、
残
る
戸
敷
は
村
役
人
の
三
戸
と
、
小
前
の
四
戸
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
宿
騨
緯
立



人
馬
の
用
に
慮
中
る
に
足
ら
や
、
文
化
三
年
米
五
十
五
俵
を
十
ヶ
年
賦
で
領
主
よ
り
借
用
し
、
人
馬
一
庭
入
れ
の
喪

用
に
充
て
た
が
、
今
は
之
を
縫
槙
す
る
能
は
や
、
伺
て
更
に
借
用
と
隣
村
の
助
郷
と
を
請
ふ
に
至
っ
た
。

択
に
鍬
田
村
は
村
高
三
百
十
五
石
像
で
あ
る
が
、
ぞ
の
内
潰
高
百
五
十
四
石
像
あ
り
、
戸
数
は
十
八
の
内
十
五

戸
は
磨
滅
し
、
蔑
り
三
戸
の
内
二
戸
は
村
役
人
で
あ
っ
て
久
し
〈
困
弊
ぞ
極
め
て
ゐ
る
。
手
偉
田
多
き
に
め
種
子

を
様
へ
他
方
人
に
耕
作
せ
し
め
て
ゐ
る
。
者
し
借
家
人
ぞ
居
住
せ
し
め
ば
白
然
入
百
姓
の
躍
を
な
し
、
刺
盆
あ
る

べ
さ
品
、
貸
す
べ
き
家
が
な
い
。
仰
で
梁
間
四
聞
の
揖
建
小
屋
敷
戸
を
遣
る
こ
と
と
し
た
い
。
願
〈
ぱ
一
戸
に
付

金
一
一
附
念
賞
興
せ
ら
れ
孔
乙
j
ι
f
p
U
ふ
と
。

更
に
文
化
十
三
年
正
月
及
二
月
の
宮
岡
・
山
口
・
来
栖
三
村
よ
り
御
救
米
井
に
貸
下
げ
を
乞
ふ
書
類
を
一
覧
せ

ば
、
農
村
疲
弊
の
航
態
を
知
る
と
共
に
、
ま
た
藩
が
そ
の
救
梼
と
し
て
御
救
米
等
の
方
法
を
取
り
居
た
り
し
こ
と

を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
来
栖
村
の
願
書
を
左
に
引
用
し
ゃ
う
。

農『
方-
i:... d民

乍案型
玄寓4 宅"・ "'"J 
賞事童
書太墨
付来 22
泰栖 22
願村屯
候 h ム

型官
ZT組
上下
中手A
と
下
分
組
れ之、

雪組
及切
理排

解哲
=候
証 E早
排
納上
之組
分潰
一前
村田
惣畑
割多
合〈
に難
取立
極行
、旨

右相
に聞
付候
左付
之
遁御
願{l:;
書官
差城
出戸
ナ杢
。左

衛
門
勘

常
村
之
儀
段
々
困
窮
相
募
候
付
埠
-
R

奉
願
御
救
筋
も
被
成
下
、
村
中
一
統
難
有
仕
合
泰
存
候
得
共
、
今
以
建
直
し
策
奉
恐
入
候
。
然
る
底
村
方
之

儀
は
先
規
よ
り
仕
来
に
て
潰
前
有
之
儀
得
者
、
其
者
之
持
高
者
h
m
論
高
役
井
畑
方
入
不
足
等
迄
一
組
限
に
て
引
受
相
償
来
候
。
左
犠
得
者
他
組
之

迷
惑
は
無
之
候
得
共
演
前
多
き
組
々
は
次
第
に
困
窮
柑
募
、
反
演
に
罷
成
申
候
。
先
規
よ
り
の
仕
来
と
は
乍
申
二
組
亡
所
に
相
成
候
は
L

是
非
一

村
に
て
相
償
何
事
も
可
相
勤
儀
者
勿
論
之
事
に
候
。
左
候
得
者
他
組
の
者
は
眼
前
の
利
盆
に
拘
往
々
同
時
儀
に
可
相
成
事
に
不
基
付
之
道
理
に
で
、

是
迄
の
仕
来
に
て
差
置
候
は
ふ
営
時
仮
成
に
相
績
い
た
し
侯
組
々
も
、
後
々
は
反
h

可
及
悶
窮
に
一
村
一
憶
と
申
所
を
能
々
勘
排
仕
、
常
年
よ
り

笠
間
藩
の
民
政

第
三
十
五
巻

大
一
七

第
五
蹴



笠

間

藩

の

民

政

第
三
十
五
巻

六
一
八

第
五
時
踊

相
改
潰
前
高
懸
上
納
物
井
畑
方
入
不
足
等
英
外
何
事
も
一
村
惣
割
に
可
仕
、
然
英
中
組
下
組
者
是
迄
よ
り
品
開
計
に
排
納
差
出
し
、
差
常

m，
叫

F
J
惑
に

も
可
存
哉
に
付
、
潰
前
耕
納
足
合
と
し
て
右
用
組
M
H

御
救
米
等
も
可
被
下
置
哉
之
趣
委
細
御
理
解
一
被
仰
間
候
。
材
中
一
統
之
者
換
難
有
御
尤
に
奉

承
知
候
。
依
之
御
時
節
柄
奉
恐
入
候
御
儀
に
御
座
候
得
共
以
御
憐
蹴
山
中
組
下
組
鴛
御
救
御
米
五
十
俵
被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
上
候
。
此
陵
御
聞
漕

被
成
下
候
は
ふ
右
御
米
を
以
乍
恐
礎
と
仕
、
集
米
等
差
加
刺
廻
に
仕
置
年
々
一
勝
納
之
足
合
に
仕
、
一
村
上
下
一
利
仕
、
佐
々
村
申
無
故
障
可
牝
葉

大
之
御
慈
悲
と
村
役
人
小
前
一
統
難
有
仕
合
奉
存
候
以
上

文
化
十
三
丙
子
年
二
万

来

御

代

官

様

栖.

同組

組長目'小村

姓組

同同

~p 

中=折ヰ1;

前I

惣

主頭代断|断lWr{'i. 

|司

組百下

名

名

巴=

右
の
歎
願
に
劃
し
代
官
は
次
の
附
紙
を
な
し
、
願
は
聞
届
け
ら
る
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
来
栖
村
上
組
之
儀
逗
士
演
者
多
出
来
取
扱
差
支
伺
尚
候
筋
も
御
座
候
付
、
此
節
村
方

ω罷
出
得
と
相
札
理
解
申
関
候
庭
、
村
役
人
井
惣
小
前
之

者
得
道
仕
、
本
書
之
遁
願
出
申
候
。
御
時
節
柄
奉
恐
入
候
儀
御
座
候
得
共
、
打
捨
置
候
で
は
達
之
電
人
別
相
滅
、
困
窮
調
帯
可
申
儀
に
付
左
之
遁

可
被
仰
付
候

一
米
五
拾
俵

潰
前
官
同
懸
り
井
畑
方
入
不
足
等
排
納
足
り
合
申
組
下
組
へ
被
下

E 

け

三
十
五
俵

一
一
十
五
俵

営
子
年
被
下

来
丑
年
一
被
下



右
之
遁
被
仰
付
候
様
仕
度
来
伺
借
間
以
上

ニ
月

郡城

戸

杢

左

衛

門

奉

行

右
之
段
奉
伺
候

御
附
紙
可
魚
伺
之
通
候

』ョ

而
し
て
右
の
歎
願
書
の
う
丸
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
営
時
租
税
の
負
躍
は
個
人
に
非
令
し
て
村
で
あ
り
、
従
っ
て

村
内
の
潰
回
に
つ
い
て
も
村
民
中
よ
り
之
を
耕
作
し
て
租
聴
を
分
擢
し
皆
納
す
べ
き
仕
組
に
な
っ
て
居
た
と
と
で

あ
る
。
乙
の
ご
冒
と
仁
り
レ
て
は
級
い
れ
再
び
説
〈
で
」
の

f
?っdu

一
二
、
風
俗
矯
正
反
動
轟
策

会
の
封
を
襲
〈
や
領
民
に
脅
し
て
屡
議
文
を
援
し
、
節
約
以
て
衆
を
率
ゐ
風
俗
の
矯
正
に
カ
め
に
。
今
文
化
十

二
年
の
論
文
を
見
る
に
先
づ
孝
悌
を
読
き
、
各
自
和
柴
の
途
を
数
へ
、
ま
た
天
明
の
飢
僅
を
顧
み
て
質
素
倹
約
を

説
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
農
本
商
末
の
思
想
色
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
郎
ち
日
〈
、

『
百
姓
之
内
、
農
業
を
等
闘
に
致
し
諸
細
工
等
を
費
へ
、
是
を
常
々
業
と
致
侯
者
も
近
頃
宥
之
候
ω

尤
一
周
に
差
止
候
に
は
無
之
候
得
と
も
、
会

穂
農
民
・
細
工
人
・
商
人
是
を
三
民
と
申
、
其
内
農
民
を
本
と
す
る
事
古
よ
り
白
道
に
て
候
。
然
れ
共
細
工
人
商
人
は
工
夫
を
め

r
bし
、
心
中
を

勢
し
候
迄
に
で
候
。
農
民
自
風
雨
寒
暑
を
い
と
は
ず
岡
地
に
入
、
泥
土
に
ま
晶
れ
、
た
が
え
し
、
〈
苫
き
り
侯
よ
り
は
、
身
架
の
事
に

τ、
兎
角
細

工
人
商
人
の
所
業
を
致
し
柚
問
者
多
相
成
、
後
身
は
自
然
英
所
衰
微
の
端
に
候
問
、
向
後
幼
年
之
者
へ
大
主
諸
細
工
等
仕
込
候
事
も
差
略
可
有
之
、

一
h

窺
可
申
候
。
何
分
農
事
を
専
一
と
可
心
得
事
。
』

笠

間

藩

白

民

政

-
第
三
十
五
巻

/、

九

第
五
披



笠

間

務

白

民

政

第
三
十
五
巻

六
二

O

第
五
披

四

或
は
時
嫁
喪
器
の
場
合
に
も
質
素
を
旨
L
」
し
、
群
集
宴
飲
を
禁
じ
一
音
信
贈
答
の
艦
を
簡
な
ら
し
む
べ
き
そ
読
き
、

衣
服
に
つ
い
て
は

『
男
女
子
供
に
至
迄
、
衣
服
下
着
と
も
木
綿
に
限
、
櫛
非
自
類
串
田
末
白
品
相
用
居
宅
食
仲
等
迄
心
得
可
有
之
事

但
、
着
服
青
梅
弁
女
帯
綿
純
子
綿
紗
綾
等
見
務
之
事

右
目
一
僚
時
々
心
得
達
之
者
も
宥
之
、
廻
P
方
見
笛
次
第
其
品
取
上
候
前
に
申
苫
と
し
候
遁
、
厚
聖
御
主
意
に
心
附
候
は
ふ
、
右
榛
白
心
得
遣

も
無
之
筈
由
庫
、
失
張
業
日
暮
の
心
よ
り
我
知
ら
す
騎
り
も
語
、
被
仰
出
に
相
そ
む
(
事
に
候
。
向
後
決
而
心
得
漣
無
之
様
家
内
の
者
へ
も
厚

〈
可
申
含
候
。
組
目
方
弼
念
を
入
相
吹
候
椋
申
達
快
事
。

ド
ケ
紙一

一
回
き
も
¢

b
止
を
弁
ぅ
、
b
m
M
H
無
期
た
る
べ

L
O
ば
ら
を
の
下
臥
せ
ヨ
た
は
苦
し
か
ら
す
候
事
c

一
日
か
ら
か
さ
小
児
A
Y
抱
巴
た
め
、
白
は
り
ほ
ど
時
間
不
昔
、
其
品
開
無
用
の
事
。

但
町
在
瞥
師
は
は

P
ま
せ
日
傘
不
士
自
候
事
。

一
御
家
中
寺
枇
召
使
白
衣
服
は
木
書
の
謹
白
事
。

布
者
選
均
一
根
仰
向
候
儀
発
見
合
愛
に
出
す
。

一
、
夏
衣
服
土
品
目
縮
越
後
ち
ピ
み
等
白
か
た
ひ

b
は
、
-
木
綿
服
に
似
合
さ
る
事
に
付
、
下
ロ
聞
の
麻
に
限
可
申
候
。
且
め
ん
し
ゅ
す
、
め
ん
に
し

き
等
の
品
は
策
で
見
潜
可
申
筒
傑
白
内
に
も
無
之
、

E
紛
敷
ロ
聞
に
で
制
万
差
支
候
間
相
用
申
問
敷
焼
。
商
人
よ
り
も
右
御
法
度
の
品
綱
領
分
も

の
へ
貰
渡
し
申
問
敷
候
。
高
一
相
そ
む
き
候
は
ゐ
双
方
御
管
可
申
付
候
事
。
』

更
に
神
世
悌
閣
に
詣
つ
る
こ
と
も
『
貧
窮
之
者
銭
を
つ
い
や
し
、
ひ
ま
全
つ
ひ
や
し
、
捕
難
立
行
相
成
る
も
有

之
候
。
神
は
非
麓
を
う
け
宇
井
」
申
候
得
者
、
金
を
か
り
農
業
を
お
こ
た
り
、
さ
ん
け
い
致
し
候
共
、
か
へ
り
て
神

慮
に
か
の
ふ
ま
し
く
候
。
実
家
一
年
の
食
足
り
て
後
は
、
強
て
と
ど
め
宇
身
上
を
相
札
止
め
可
申
候
』
と
い
ひ
、

ま
た
博
突
を
禁
じ
、
『
此
度
惣
百
姓
村
切
約
束
を
致
し
、

一
村
の
難
儀
に
相
成
候
間
賭
事
決
て
致
問
敷
と
固
〈
申



合
、
村
々
鎮
守
へ
成
共
誓
を
か
け
、
約
定
晋
丈
名
主
方
へ
取
置
可
申
、
尤
廻
り
方
へ
申
付
、
向
後
爾
最
敷
及
穿
撃

候
事
』
・
と
議
し
て
ゐ
る
。

右
の
論
文
中
に
は
間
引
矯
正
の
こ
と
車
説
か
れ
て
ゐ
る
が
、
笠
間
務
に
お
け
る
人
口
政
策
と
し
て
は
、
敬
一
識
の

外
、
出
生
扶
持
を
給
し
多
児
褒
賞
の
法
を
設
け
、
他
方
に
は
入
百
姓
と
て
北
陸
の
民
を
移
住
せ
し
め
、
去
に
分
家

の
取
立
、
聾
嬬
取
を
容
易
な
ら
し
な
る
こ
と
等
を
貴
行
し
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
に
之
を
論
じ
に
か
ら

*
 

本
稿
に
は
之
を
省
く
こ
と
と
す
る
。

一
見
じ
県
議
4MP

』
糊
ヤ
サ
b
v
w

と
は
勿
論
行
ほ
れ
た
路
付
め
品
川
、
公
は
特
に
助
出
版
方
ud
説
け
b

常
に
農
家
の
間
営
住

来
し
て
播
種
耕
転
を
湖
町
め
、
山
林
の
伐
採
、
首
木
の
殖
繕
よ
り
、
作
間
報
ぎ
〈
副
業
)
と
骨
相
す
る
紙
班
、
捺
掻
、
松

煙
焚
、
山
灰
焼
等
の
業
に
至
る
ま
で
之
を
奨
励
し
、
ま
た
田
地
に
は
杭
木
を
建
て
て
一
見
所
有
者
の
誰
な
る
と
葉
勤

惰
と
を
知
ら
し
か
る
や
う
じ
し
、
精
農
者
佐
腔
表
し
た
と
い
ふ
。
以
下
そ
の
二
、
三
の
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ゃ

，
「
ノ
。

先
づ
第
一
に
越
ぶ
べ
き
は
荒
蕪
地
の
開
拓
(
荒
起
し
)
で
あ
る
。
開
拓
者
に
は
五
ヶ
年
間
課
税
を
免
除
し
、
種
々

の
補
助
法
を
設
け
、
又
は
人
夫
使
傭
の
料
金
を
給
典
し
、
又
地
相
の
山
林
に
適
す
る
も
の
に
は
、
地
目
を
麗
換
し

て
苗
木
を
移
植
せ
し
h
U
る
こ
と
と
し
た
。
文
化
七
争
の
代
官
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
茨
城
郡
封
内
(
誠
一
誠
一
締
官
飢

符
枇
十
)
に
お
け
る
手
品
静
岡
は
衣
の
如
く
で
あ
つ
に
。

『
一
回
段
別
二
百
町
歩
徐

山

内

山

外

手

鈴

田

笠

間

藩

由

民

放

第
三
十
五
巻

第
五
披

ムノ、

五

勺
、
名
s
b
4
5拙稿、笠間藩の人口政策、経漕史研究第三七競* 



笠
間
藩
の
一
民
政

JIb 
内取
米
千

十 }J11五
百
俵
鈴

卒

第
三
十
五
巻

第
五
披

二
六

占

ノ、

均

斗

E交

|町

年

手

品

同

凡

積

会
暮
出
奉
公
人
凡
百
人
積

逃

亡

等

凡

百

人

積

』

六六八

町

十十

町

荒
畑
を
検
す
る
に
究
の
如
く
で
あ
る
。

『
一
見
分
帳
寄

畑
段
別
百
八
十
四
町
一
畝
二
十
八
歩

b
M同
k
「
1
1、
十

b
z
h、
「

4
h
a
吋ヒ
b
F

U

1

7

1

p

h

3

1

1

h

ノ

2
づ
う

一

同

上

山

外

畑
段
別
百
拾
七
町
二
段
九
畝
九
歩

比
取
永
百
七
十
七
賞
八
拾
四
文
二
分 山

々
内

白

分

白

分
色コ

右
の
表
に
よ
れ
ば
出
奉
公
逃
巳
等
に
よ
っ
て
多

t
の
手
鈴
田
の
生
レ
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
、
右

の
開
拓
方
法
に
よ
っ
て
敷
年
の
後
田
方
荒
起
し
及
畑
方
永
立
蹄
(
唯
一
ば
一
円
減
る
)
を
見
た
も
の
が
少
〈
な
い
。
衣
の

敷
字
は
果
し
て
何
年
後
の
数
字
な
る
や
明
か
で
な
い
が
、
委
考
の
た
め
之
を
掲
ャ
。

『
岡
高
百
三
十
一
石
入
斗
五
升
東
起

此
段
別
拾
四
町
五
段
六
畝
二
十
四
歩

永
九
貰
七
拾
文
六
分
辻
御
用
拾
引
の
内
立
飾
品

岡
高
七
百
参
拾
石
六
斗
四
升
荒
起

此
段
別
七
拾
ニ
町
菅
段
一
畝
七
歩

永
六
貫
四
百
六
十
七
文
三
分
辻
前
に
岡
し

山

内

分

の

山

外

<D 

分

同



V
T
J
1

作品詩句
5
8
4ミ

右
之
寄

岡
高
八
百
六
十
三
石
四
斗
九
升

此
段
別
八
十
六
町
六
段
八
畝
萱
歩

永
拾
五
貫
五
百
三
十
七
夫
九
分

色コ

究
に
は
植
林
の
こ
と
を
奉
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
封
内
に
は
山
野
多
き
た
め
公
は
夙
に
林
業
に
着
目
せ
ら
れ
た

炉
、
磐
城
の
人
朝
日
直
衣
郎
の
設
を
用
ゐ
て
植
林
の
法
を
設
け
、
内
管
二
百
金
を
投
じ
て
苗
園
を
作
ら
し
め
、
松

檎
杉
栗
等
を
城
山
の
一
部
よ
り
蓮
絡
せ
る
山
崎
廿
〈
添
山
と
縛
A
3
)

及
各
村
に
散
在
す
る
官
林
業
他
林
相
趨
皆
の
地
に
栽

時
守
し
め
に
。
富
山
吋
、
と

or町
長

h
tー
ハ
少
、

h
体
方
、

h
判、

h
苧
等

nrluc
と
を
皆
哩
ぽ
し
ち
一
に
。
叉
各
凶
川

に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
苗
木
ぞ
下
附
し
て
、
官
に
於
て
監
督
す
る
も
の
と
村
民
の
経
替
に
一
任
す
る
も
の
と

が
あ
っ
た
が
、
此
等
は
伐
木
の
期
に
至
っ
て
利
益
を
牧
む
る
に
就
て
差
違
が
あ
っ
た
。

次
に
漆
樹
の
養
成
も
農
家
の
副
業
と
し
て
奨
醐
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
菅
域
助
な
る
者
の
建
言
に
基

飛
騨
能
代
の
漆
器
が
淡
黄
色
に
し
て
、
木
質
鮮
明
な
る
を
模
倣
し
て
、
膳
・
盆
・
行
厨
・
行
燈
等

〈
所
で
あ
っ
て
、

の
日
用
品
を
製
造
せ
し
め
ら
れ
た
。
斯
業
は
必
令
し
も
他
国
に
比
し
て
盛
大
と
な
り
し
程
で
は
な
か
っ
た
が
、
採

漆
者
毎
人
漆
百
五
十
目
に
嘗
る
租
金
を
納
む
る
に
至
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
会
の
奨
闘
に
よ
る
所
で
あ
る
。

告
は
ま
た
、
椎
茸
の
培
養
を
奨
励
さ
れ
た
。
こ
れ
は
家
士
進
藤
竿
右
衛
門
の
上
書
に
明
ら
か
で
あ
る
。
・
究
の
丑

(
眼
的
…
叶
)
七
月
の
書
類
は
風
説
疏
言
に
介
意
せ
示
、
盆
作
茸
の
奨
励
を
乞
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

『
て
先
達
而
申
上
侯
御
領
分
御
林
椎
茸
山
仕
入
之
儀
、
雨
天
勝
に
で
村
方
難
儀
仕
侯
付
色
々
一
恐
設
御
座
侯
得
共
、
全
米
#
の
も
の
士
一
遁
理
の
練
も

笠

間

藩

白

民

政

第
三
十
五
巻

~ 
ノ、

第
五
披

七



笠

間

藩

白

民

政

第
=
一
十
五
巻

ノ、

四

第
五
披

i¥. 

無
御
座
口
々
に
仕
候
儀
と
釘
拾
置
、
廻
り
方
等
差
出
申
候
付
悪
設
も
部
可
宥
御
座
候
慮
、
兎
角
雨
繁
に
で
自
然
と
嘘
説
に
眼
健
犠
相
成
、
近
頃
は

演
方
都
に
て
医
々
沙
汰
仕
候
は
、
椎
茸
作
白
頭
取
は
金
槌
切
支
丹
宗
に
て
則
術
を
以
雨
を
呼
ふ
故
、
常
年
打
嫡
天
集
不
宣
杯
申
し
候
由
、
全
嘘
設

の
儀
に
は
御
座
候
得
共
、
銅
山
御
林
に
て
候
椎
茸
仕
候
者
棚
倉
御
領
白
米
村
甚
兵
衛
と
申
者
身
元
井
棚
倉
に
で
椎
茸
山
仕
入
の
儀
、
棚
倉
表
h
h
郡

奉
行
中
よ
り
間
合
申
候
慮
沢
一
書
白
趣
何
そ
怪
敷
儀
も
無
御
座
、
尤
向
方
に
で
も
今
以
伶
茸
有
之
候
由
に
御
座
候
得
は
御
領
内
其
弁
共
故
障
白
儀
も

無
御
座
事
と
悲
存
候
。
此
上
如
何
様
白
一
沙
汰
仕
候
共
、
作
茸
被
仰
付
候
様
車
b

存
候
得
共
、
何
回
耕
も
無
之
、
愚
昧
の
者
卦
ハ
申
事
に
者
御
座
候
へ
央
、

上
白
御
名
も
出
申
候
事
故
申
上
候
以
上

丑
七
月
四
日

終
り
に
耕
馬
の
煩
附
に
つ
い
て
一
言
し
ゃ
う
。

み
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毎
年
陸
奥
国
領
地
神
谷
よ
り
馬
匹
を
買
入
れ
、

京
喜
卦
は
騎
乗
を
好
ま
れ
七
一
か
b

分
領
陸
奥
岡
田
村
郡
の
十
数

色士守
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茨
城
異
壁
の
農
民
へ
煩
附
せ
ら
る
る
を
常
と
し
た
。

文
化
七
年
以

後
年
々
の
農
家
飼
養
敷
ぞ
見
る
に
究
の
如
〈
、
五
ヶ
年
間
に
三
百
七
十
頭
を
増
加
し
て
ゐ
る
。

民 E聖i

計
壁城

一文
三四九ル
四凶 0'"
九九 O 七

文

化

八

角
一
七

四
六
四

一一一一八一

郡矧:

一一文
五四 O
O 九 O 化
五ヒ八九

一一文
六五一化
三 O 三一
九五四 O

一一女
六阿 a 化
七九七一
六九七一

文
化
一
二

一
コ
一
八

五

O

一

一
七
一
九

猶
、
笠
間
に
て
は
三
月
と
六
月
と
に
馬
市
が
聞
か
れ
、
又
毎
月
六
回
市
日
を
設
け
七
が
、
こ
れ
は
鹿
民
の
便
宜

と
土
地
の
繁
昌
と
を
策
し
た
も
の
で
あ
つ
に
。

目
、
納
租
猶
醸
及
地
方
貸
下
金

民
カ
疲
弊
し
囚
畝
荒
唐
す
る
も
、
各
村
に
は
一
定
の
石
高
が
あ
り
、
其
租
税
は
村
民
各
自
が
分
権
し
て
排
納
せ



な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
営
時
は
前
週
の
却
〈
個
人
が
納
税
す
る
の
で
は
な
〈
、
村
が
納
税
の
車
位
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
た
め
民
カ
は
盆
困
窮
に
陥
る
一
方
で
あ
っ
て
、
排
納
の
こ
と
亦
容
易
に
行
は
れ

守
、
租
暁
の
滅
肢
と
な
る
こ
と
は
避
け
難
き
所
で
あ
っ
た
。
悲
に
於
て
公
は
丈
化
七
年
よ
り
十
一
年
に
至
る
五
ヶ

年
問
、
従
来
村
民
が
各
自
分
賦
負
指
し
つ
?
の
っ
た
租
税
排
納
を
猶
強
し
、
其
困
窮
を
救
は
ん
と
し
た
。
世
に
之

を
解
納
猶
濠
又
は
排
納
用
捨
と
い
ふ
。
而
し
て
茨
城
郡
封
内
七
十
八
ケ
村
の
内
水
戸
、
橋
本
、
大
岡
、
稲
、
平
揮

の
五
村
の
み
は
荒
蕪
排
納
の
こ
と
な
か
り
し
色
、
其
他
の
七
十
三
ケ
村
は
何
れ
も
排
納
を
精
一
致
さ
れ
に
も
の
で
あ

り
u

同
志
他
日
永
久
見
除
左
な
つ
れ
i

色
の
も
少
〈
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
件
ノ
納
猶
議
仏
外
見
除

炉
、
藩
の
肱
入
い
い
多
大
の
影
響
を
奥
へ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
き
れ
ば
務
政
府
は
最
も
悲
壮
な
る
決
意
の
下
に

之
れ
が
賀
行
を
断
じ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

攻
に
地
方
貸
下
金
は
種
子
・
夫
食
・
農
具
料
・
馬
匹
購
入
料
・
質
地
請
艮
代
金
其
他
の
吉
附
費
用
に
つ
き
貸
下
金
を

な
し
、
民
の
困
苦
を
救
持
し
た
。
こ
れ
は
大
抵
三
ヶ
年
無
利
息
に
で
貸
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
秋
の
肱
穫
の
際
返

納
す
る
約
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
貫
行
せ
ら
れ
中
、
多
〈
は
五
ヶ
年
延
期
又
は
幾
年
賦
と
な
り
、
遂
に
は
兎
除
用
捨

せ
ら
る
る
・
ら
の
も
あ
っ
た
と
い
ふ
。
こ
の
方
法
は
後
年
に
至
る
ま
で
艦
槙
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
項
目

は
大
瞳
突
の
如
く
で
あ
る
。

一
大
高
持
人
給
願

一
分
地
取
立
拝
借

一
家
作
及
農
具
代

一

作

夫

食

拝

借

一

聾

嫁

取

拝

借

一
出
奉
込
差
留
引
退

一

馬

代

金

拝

借

一

困

窮

御

救

笠

間

藩

由

民

政

第
三
十
五
巻

ム
ハ
二
五

第
五
披

ニ
九



笠

間

藩

の

民

政

第
三
十
五
巻

六
一
一
六

第
五
披

O 

五
、
制

商

蟹

笠
間
藩
に
は
秋
穫
後
納
税
を
了
る
迄
は
責
穀
を
禁
中
る
の
制
度
が
め
っ
た
が
、
納
税
期
に
際
し
税
金
を
得
る
た

め
に
み
蹴
吐
糊
和
市
U

九
日
)
穀
物
を
商
人
に
普
く
と
き
は
著
し
き
損
失
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
米
、
妻
・
大
豆

小
一
旦
等
は
時
の
相
場
よ
り
二
斗
低
債
に
買
ひ
取
ら
れ
、
且
代
金
一
一
隅
は
六
貰
八
百
文
替
の
相
場
で
あ
っ
て
も
六
貫

六
百
丈
じ
替
へ
ら
れ
、
且
銭
を
以
て
披

S
れ
る
か
ら
、
更
に
之
を
金
に
換
ふ
る
と
き
は
四
百
文
の
一
損
失
を
蒙
ら
な

Irj' 

i'1-
~f 
dyd: 

ら
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こ
の
損
失
を
救
ふ
た
め
に
一
の
遁
穀
曾
所
を
建
て
、
官
よ
り
資
金
を
備
へ
置
き
、
高
誼
(
一
信
…
町
議
…
一
問
)
相
場
一

一
駄
の
賃
銭
五
百
文
葉
他
を
加
算
し
て
一
石
三
斗
七
升
に
買
牧
し
、
綿
大
小
一
旦
の
類

石
ニ
斗
(
一
雨
)
の
と
き
は
、

も
之
に
準
じ
て
買
取
り
、
農
民
を
し
て
低
債
に
投
寅
せ
し
な
る
の
弊
を
避
け
し
め
、
ま
た
一
時
穀
類
そ
預
り
て
低

利
に
資
金
の
貸
出
し
を
な
す
こ
と
も
行
は
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
農
民
に
し
て
番
成
上
納
金
を
得
難
き
と
き
は
.
穀

類
を
質
ん
し
、
三
割
の
利
子
を
抑
ふ
者
が
め
っ
た
か
ら
、
か
か
る
低
利
融
通
の
路
を
聞
い
た
も
の
で
め
る
。
舎
所

は
ま
た
高
潰
及
中
の
湊
(
群
那
)
よ
り
干
鰯
、
瞳
類
を
多
量
に
買
入
れ
て
低
廉
に
農
民
に
責
渡
し
た
。
卸
ち
中
の
擦

に
て
干
鰯
、
雨
に
八
俵
、
一
俵
の
代
金
二
朱
、
駄
賃
百
二
十
四
丈
、
一
駄
四
俵
を
載
せ
て
笠
間
迄
蓮
ぱ
せ
、

俵

に
つ
き
二
十
四
文
の
手
数
料
を
加
算
し
て
、

一
俵
二
未
と
鏡
百
四
十
八
文
で
貰
渡
し
た
の
で
あ
る
が
、
商
人
の
寅

債
よ
り
は
一
俵
に
付
五
六
百
文
も
低
廉
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。



こ
の
遁
穀
曾
所
の
方
法
は
下
克
松
本
某
の
献
策
に
よ
る
所
で
あ
る
と
稗
せ
ら
れ
る
が
、
右
の
如
き
方
法
に
よ
っ

て
、
商
人
に
利
盆
を
聾
断
せ
ら
る
る
を
避
け
、
農
民
の
た
め
に
圃
つ
に
も
の
で
あ
る
。
現
今
の
購
買
信
用
組
合
類

似
の
方
法
と
し
て
注
意
す
べ
き
・
も
の
で
あ
ら
う
。

六

、

凶

荒

の

鷺

備

徳
川
時
代
に
於
て
は
飢
僅
は
屡
起
り
、
殊
に
享
保
・
天
明
・
天
保
の
三
大
飢
寵
は
非
常
な
る
影
響
を
興
へ
に
。
こ

の
飢
僅
に
備
ふ
る
た
め
に
幕
府
も
亦
諮
侯
に
謝
し
て
国
穀
伝
令
し
た
が
、
各
溝
各
地
に
於
て
も
貯
穀
の
行
は
れ
た

こ
と
は
一
般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
事
柄
で
あ
る
。

笠
間
藩
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
豊
年
に
は
地
方
金
を
以
て
買
入
貯
穀
を
な
し
、
以
て
穀
債
の
低
落
を
防
戸
、

の
一
助
に
も
供
し
、
或
は
農
民
一
口
に
毎
年
籾
五
会
を
蓄
へ
し
か
る
等
の
こ

E
が
あ
っ
た
が
、
後
、
園
稗
の
法
を

定
め
、
村
々
を
し
て
高
百
石
に
付
稗
七
斗
七
升
つ
つ
十
五
ヶ
年
間
菩
へ
し
め
た
。
之
は
封
内
一
般
に
令
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
茨
城
郡
各
村
の
貯
稗
額
は
一
ヶ
年
問
、
山
内
、
一
一
百
五
十
四
俵
四
斗
三
升
、
山
外
百
九
十
俵
ニ
斗
四

升
一
合
で
、
十
五
ヶ
年
間
の
綿
額
は
六
千
六
百
七
十
六
俵
四
斗
六
升
二
合
で
あ
る
。
か
く
て
公
の
晩
年
に
は
穀
倉

を
増
築
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
，
か
た
め
に
天
保
の
飢
鑑
に
は
大
に
主
恩
恵
に
溶
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

天
保
以
後
は
後
嗣
其
法
を
纏
い
で
更
に
園
稗
十
五
ヶ
年
を
命
じ
、
臨
臓
器
の
時
に
は
、
こ
の
貯
穀
は
牒
曜
に
引
き
繕

一
か
れ
た
と
い
ふ
。

笠

間

藩

の

民

政

第
三
十
五
容

宍

七

第
五
時
現

拙稿、天災と聖母策、第三章参照金+



笠

間

藩

の

民

政

第
三
十
五
巻

六
二
入

第
五
披

七
、
財

政

改

草

享
保
四
年
貞
通
会
が
延
岡
の
封
を
襲
〈
や
、
六
年
七
月
の
風
水
害
を
始
め
と
し
、
寛
保
元
年
に
至
る
二
十
年
間

に
領
内
の
損
毛
を
幕
府
に
上
申
す
る
こ
と
前
後
十
一
回
、
延
岡
城
郭
の
破
損
二
回
に
及
び
、
市
街
の
火
災
、
江
戸

邸
の
火
災
雨
度
あ
り
、

E
享
保
十
二
年
寺
枇
奉
行
の
職
に
つ
き
、
克
延
二
年
京
都
所
司
代
在
職
中
卒
去
に
至
る
十

五
年
間
、
内
外
の
畏
越
買
に
防
相
し
く
、
幕
府
の
貸
下
金
を
詰
一
つ
こ
と
数
次
に
及
ん
だ
。
究
代
貞
長
必
も
明
和
六
年

-FLLazg
干
J
;
「
F

)

、

Ire-fj
ー
:
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i
1
l
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施
政
二
年
老
中
佐
闘
す
る
ま
?
、

二
十
年
間
の
久
し
き
に
一
段
っ
て
幕
府
の
要
職
に
あ
り
し
た

め
、
負
債
一
層
増
加
し
、
江
戸
、
大
阪
の
負
債
額
は
三
十
三
高
徐
に
上
っ
た
と
い
ふ
。
き
れ
ば
享
保
以
後
藩
士
の

織
を
誠
一
子
る
こ
と
行
は
れ
、
之
を
借
米
と
帯
し
た
。
尤
蔽
の
高
下
に
よ
hJ
逓
減
し
た
の
で
あ
る
が
、
寛
政
年
聞
に

至
つ
て
は
借
米
は
更
に
増
加
し
た
と
い
ふ
。

貞
喜
会
は
こ
の
後
含
享
け
て
封
を
襲
き
措
据
粧
替
に
力
め
、
節
約
を
以
て
之
に
臨
ん
だ
が
、
文
化
L

ハ
年
六
月
家

中
に
封
し
究
の
如
き
改
革
の
親
書
を
費
し
た
。

『
勝
手
陶
累
年
甚
難
溢
之
慮
、
表
年
以
来
誠
に
必
至
と
差
支
に
及
候
付
、
再
際
取
調
申
付
候
上
、
凌
来
候
是
迄
之
主
法
材
拾
、
会
収
納
を
以
て
暮
方

相
立
候
主
法
に
改
正
申
付
候
。
何
も
年
来
困
窮
の
上
は
手
常
筋
を
杭
司
及
沙
決
慮
中
身
以
不
行
届
、
令
心
痛
候
。
此
度
暮
建
帳
之
遁
、
漏
被
行
候

時
は
後
年
・
に
至
取
直
の
場
合
に
也
相
成
候
。
此
儀
は
自
分
を
始
願
は
し

f
存
せ
ぬ
者
は
有
之
問
敷
候
。
右
に
付
で
は
此
度
の
主
法
省
略
筋
等
厚
〈

相
心
得
其
筋
之
主
意
に
背
不
申
候
様
可
致
候
。
則
帳
面
暮
し
方
委
細
之
儀
打
頼
し
一
一
統
M
H

鴛
見
候
之
間
不
洩
熟
覧
可
致
候
。
右
之
次
第
に
付
誠
に

無
銭
儀
暫
の
問
、
分
合
増
借
米
の
儀
申
付
候
。
何
も
難
儀
た
る
へ
く
所
は
い
か
計
か
令
深
察
候
得
共
、
営
家
浮
沈
此
時
に
候
得
者
龍
L
q

相
心
得
、

面
々
に
も
子
孫
の
後
発
を
存
じ
、
此
上
如
何
様
に
も
摂
難
取
績
き
営
家
に
謝
し
相
勘
候
様
致
度
存
候
。
我
等
鴛
に
の
み
申
付
候
事
に
あ
必
ず
帳
、



此
段
篤
と
承
知
致
候
様
直
に
申
含
候
也
』

即
ち
入
る
を
量
り
て
出
づ
る
を
制
す
る
の
法
に
よ
り
、
牧
支
の
計
算
を
立
て
に
る
一
の
根
本
帳
簿
孟
琶
を
作

り
て
之
を
賀
行
す
る
こ
と
と
し
、
之
を
家
中
へ
一
不
し
、
傍
儀
な
き
究
第
に
つ
き
営
分
の
問
増
借
米
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

此
改
革
質
施
後
は
新
債
ぞ
起
き
や
、
負
債
の
償
却
に
カ
め
し
結
果
、
文
化
九
年
急
務
の
傑
目
を
愛
せ
し
頃
に
は

寛
政
初
年
に
比
し
て
負
債
は
其
字
を
減
十
る
に
至
っ
た
L
」
い
ふ
。
会
が
勤
倹
節
約
を
以
て
衆
を
宰
ゐ
た
こ
と
は
腕

に
遁
ベ
た
所
で
あ
る
が
、

一
身
の
費
を
制
一
き
て
積
金
の
法
を
設
け
、
負
債
返
還
期
に
は
そ
の
返
慣
の
一
部
に
加
へ

L
U
J
T
K
L
J
ι
Lし
寸
法
込
町
し

t
第
一
昨
UJ
伴
納
付
副
首
・
机
五
今
¢
級
、
線
鶴
寸
川
急
者
刊
誌
ペ
仁
、
骨
、

リぞ
m札
制

対

た
る
文
化
十
年
に
至
り
未
だ
初
志
を
買
行
す
る
能
は
F
る
事
情
あ
り
し
た
め
二
時
下
附
金
を
潟
し
、
更
に
五
年
の

後
を
期
し
た
が
、
後
、
病
ぞ
得
て
致
仕
す
る
に
至
り
て
も
之
?
果
す
能
は
今
、
常
に
遺
憾
と
し
た
が
、
後
嗣
者
、

後
年
に
至
h
J
戻
米
の
名
帯
に
て
徐
々
復
奮
す
る
の
緒
に
就
い
に
と
い
ふ
。

八
、
結

言

以
上
笠
間
藩
.
特
に
牧
野
貞
喜
公
の
民
政
に
つ
い
て
略
越
し
た
が
、
民
力
疲
触
押
せ
る
営
時
に
於
て
、
そ
の
政
策

が
果
し
て
幾
何
の
致
果
を
費
し
た
る
か
は
以
上
の
叙
越
の
み
を
以
て
し
て
は
猶
明
か
な
ら
ゴ
る
慮
が
あ
り
、
ま
た

他
藩
の
行
へ
る
所
と
必
中
し
も
大
差
な
き
も
の
も
ゐ
る
が
、
排
納
猶
強
・
遁
穀
曾
所
の
如
き
は
特
に
注
意
す
べ
き

笠

間

務

担

民

政

第
三
十
五
容

大
二
九

第
五
務



笠

間

藩

の

民

政

第
三
十
五
血
管

六
三

O

第
五
披

四

方
法
で
あ
る
と
考
へ
ら
る
る
の
み
な
ら
子
、
幕
府
の
柴
職
に
就
く
こ

k
を
肯
ぜ
争
、
窮
乏
せ
る
財
政
の
下
に
在
っ

て
、
身
を
以
て
農
村
夏
生
の
た
め
に
壷
し
た
其
至
誠
と
熱
意
と
は
共
に
之
を
特
筆
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
農
村
救

惜
の
嵩
し
く
叫
ば
る
る
今
日
、
公
の
事
蹟
に
つ
い
て
他
山
の
石
た
る
べ
き
も
の
必
や
し
も
存
せ
や
と
は
い
ひ
得
な

い
で
あ
ら
う
。

困
に
本
稿
は
主
と
し
て
太
田
武
和
著
「
牧
野
貞
喜
」
一
名
寛
信
君
事
蹟
と
、
稿
本
「
牧
野
家
史
L
第
十
二
窓
貞
喜
君

御
事
蹟
に
よ
っ
て
編
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
猶
寸
民
政
史
稿
し
制
治
民
政
篇
下
容
三
八

O
頁
以
下
に
も
牧
野
貞
喜
の

鄭
，
丸
蹴
出
現
と
駐
し
可

ゴ主

王Eri
力i

言I1
3 
fl， 
-r 
ゐ
~:2， 

(
附
雷
同
)
史
料
の
蒐
集
に
閥
し
東
京
牧
野
子
骨
町
家
、
牧
野
正
臣
、
柴
謙
太
郎
、
安
東
勝
太
田
淑
子
、
笠
間
町
太
田
頼
久
、
端
端
比
吉
、
亀
井
不
二

雄
諸
氏
、
茨
城
豚
廊
、
茨
城
脇
立
圃
書
館
、
茨
城
町
肺
師
範
撃
校
、
酎
脚
立
笠
間
農
園
牢
校
、
空
間
町
役
場
、
笠
間
寧
常
高
等
小
皐
校
、
稲
田
村
西
念
寺

等
白
好
意
を
深
謝
ナ
。


